
 

 

 

 

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾎﾟｰﾄ「北陸地域で連携強化」へ 

～CNP 広域連携輸送・新技術等活用検討ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑの検討結果概要～ 
 

今年度開催した２つのワーキングチーム（WT）で検討してきた課題に対する今後の取組の

方針を「北陸地域におけるカーボンニュートラルポート（CNP）ワーキングチームの基本的

な方向性」としてとりまとめました。 

日本海側の CNP 広域連携輸送検討 WT については、広域連携輸送の最適範囲とネットワー

クモデルの構築を目指していきます。CNP 新技術等活用検討 WT については、日本海側港湾

空間へのフィールド展開に向けて、北陸地域の関係機関が連携・情報共有できる体制の構築

などを目指していきます。 

 

○ 北陸地方整備局では、カーボンニュートラルポート（CNP）形成に向けて各港が個別に

検討を進めている協議会(※)を支援するため、広域的な視点等での検討を行う「北陸地

域における CNP 広域連携輸送検討 WT」及び最新技術の情報共有等を行う「北陸地域に

おける CNP 新技術等活用検討 WT」を各計５回、開催してきました。 

(※)現時点での協議会は港湾法に基づかない任意の協議会ですが、法定協議会である「港湾脱炭素化推進協議会」

へ移行予定のものも含みます 

 

○ 今般、各 WT で議論した内容を「日本海側の CNP 広域連携輸送に向けた基本的な方向

性」及び「CNP 新技術等の日本海側港湾空間へのフィールド展開に向けた基本的な方

向性」としてとりまとめました。 

 

 

○ 次年度以降は本方向性に基づき、関係者とともに北陸管内港湾の将来的な水素・燃料

アンモニア等の効率的な海上輸送ネットワークの構築や脱炭素化に配慮した港湾機能

の高度化に向けた CNP に関する新技術等の情報共有ができる体制の構築を目指して参

ります。 

 

 [添付資料] 

 資料１：北陸地域における CNP 検討ワーキングチームについて 

 資料２：北陸地域における CNP 検討ワーキング 基本的な方向性 [ 概要 ] 

 資料３：日本海側の CNP 広域連携輸送に向けた基本的な方向性 

 資料４：CNP 新技術等の日本海側港湾空間へのフィールド展開に向けた基本的な方向性 
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